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逆 流 性 食 道 炎逆 流 性 食 道 炎

　逆
流
性
食
道
炎
は
、胃
酸
が
食

道
に
逆
流
し
て
、食
道
の
粘
膜
に
炎

症
を
起
こ
す
病
気
で
す
。

　胃
と
食
道
のつ
な
ぎ
目
に
あ
た
る

噴
門
は
、普
段
は
閉
ま
って
お
り
、食

道
が
食
物
を
胃
に
送
り
こ
む
と
き

だ
け
開
き
ま
す
。し
か
し
、こ
の
噴

門
の
力
が
弱
く
な
る
と
、呑
み
込
み

を
し
て
い
な
い
と
き
に
も
噴
門
が
開

き
や
す
く
な
り
、胃
酸
が
胃
か
ら
食

道
に
逆
流
し
ま
す
。胃
酸
は
強
い
酸

性
で
あ
る
た
め
、食
道
の
粘
膜
が
炎

症
を
起
こ
し
ま
す
。

　食
べ
す
ぎ
た
り
脂
肪
分
の
多
い

食
物
を
とっ
た
と
き
や
胃
が
外
側
か

ら
押
さ
れ
て
い
る
と
き
な
ど
に
噴
門

は
開
き
や
す
く
な
り
、加
齢
に
よ
り

噴
門
の
力
は
弱
く
な
り
ま
す
。近

年
、逆
流
性
食
道
炎
の
人
は
増
え
て

お
り
、男
性
で
は
肥
満
が
増
え
る
40

代
〜
60
代
、女
性
で
は
腰
が
曲
が
っ

て
背
中
が
丸
く
な
る
体
型
に
な
る

50
代
〜
70
代
が
注
意
し
た
い
年
代

で
す
。
　

　症
状
が
強
い
と
き
、長
期
間
続
く

と
き
は
、内
科
や
胃
腸
科
、消
化
器

科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。逆
流
性

食
道
炎
を
放
置
す
る
と
胸
や
け
な

ど
の
症
状
は
悪
化
し
、食
道
潰
瘍
や

が
ん
に
な
る
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、逆
流
性
食
道
炎
の
症
状
は
、

胃
潰
瘍
や
胃
が
ん
な
ど
に
も
み
ら

れ
ま
す
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。

　問
診
と
内
視
鏡
検
査
な
ど
に
よ

り
逆
流
性
食
道
炎
と
診
断
さ
れ
た

場
合
は
、生
活
改
善
の
指
導
と
と
も

に
、胃
酸
の
分
泌
を
抑
え
る
薬
や
食

道
粘
膜
を
保
護
す
る
薬
な
ど
が
処

方
さ
れ
ま
す
。内
視
鏡
で
食
道
炎

の
所
見
が
み
つ
か
ら
な
く
て
も
、逆

流
の
症
状
で
つ
ら
い
思
い
を
す
る
人

胸やけが続く

すっぱい液が口
の中にこみあげ

る

のどが詰まった
感じがする

胸の痛み
げっぷ
胃もたれ

逆 流 性 食 道 炎
「
逆
流
性
食
道
炎
」っ
て

ど
ん
な
病
気
？

ど
う
す
れ
ば
よ
い
？

日常生活で注意すること日常生活で注意すること

に
も
同
じ
治
療
を
行
い
ま
す
。非
び

ら
ん
性
胃
食
道
逆
流
症
と
呼
ぶ
病

気
で
す
。

　悪
化
や
再
発
を
防
ぐ
た
め
、薬

は
、症
状
が
軽
減
し
て
も
勝
手
に
や

め
ず
、医
師
の
指
示
ど
お
り
飲
み
続

け
ま
し
ょ
う
。

日常生活で注意すること

食事は規則正しくゆっくりと食べる

腹8分目を
こころがける

脂肪分の多いもの
をひかえる

アルコールを
ひかえる

食べてすぐに
横にならない

ベルトや下着でお腹を強く
締めつけない

食道 噴門

胃

胃酸逆流

こんな症状が
あったら要注意

　糖尿病とは、血液中の糖分をエネルギーに変えるインスリン
の働きが低下する病気で、放っておくと脳卒中や心臓病、失明
などの重篤な合併症を引き起こします。初期は自覚症状がない
ことから、徐々に動脈硬化や神経障害が進行していきます。そ
のうち尿の回数が増えた、よく食べているのにやせてしまったと
いう症状などが現れるようになり、やがて深刻な合併症に…。
　歯の検診や歯周病の治療に行って、糖尿病が判明したとい
うケースもあります。糖尿病の患者は、身体の抵抗力が低下し
ているため歯肉の炎症などを起こしやすい人が多いからです。

　糖尿病と歯周病は影響しあってお互いを悪化させる「悪循
環」の関係にあることが近年の研究で明らかになってきました。

糖尿病になると、だ液の量が減って歯周病菌を洗い流す作用
が弱くなり、菌の増殖しやすい環境が整います。そのうえ、免疫
細胞である白血球の機能が低下するため、歯周病が治りにくく
なるのです。
　一方で、歯周病が糖尿病を悪化させることもあります。歯周
病が進行し、歯周ポケットに歯周病菌がたまってくると白血球
がそれを攻撃するために集まり、TNF-αという物質を放出しま
す。この物質は、血糖値をコントロールするインスリンをつくりに
くくする働きがあり、その結果、糖尿病が一気に進むことがあり
ます。
　この悪循環を断ち切るため重要なのは、早いうちに歯周病
に気づくことです。歯科医院などでプラークや歯石をしっかり取
り除いてもらい、健康な歯を取り戻すようにしましょう。また、毎日
ていねいに歯みがきしましょう。歯周病を合併した糖尿病の患
者に歯周病治療をしたところ、血糖値が改善した例も数多くあ
ります。

糖尿病はコワイ病気

互いは悪循環の関係

歯ぐきが赤くはれる、
歯ぐきから出血するなどの症状は歯周病のサイン。
一方、のどが渇く、足がつる、体がだるいなどは
糖尿病特有の症状です。
2つの病気はお互いを悪化させ、
歯周病がきっかけで糖尿病が進行することも珍しくありません。

歯科で治療を
受けるときに…

　糖尿病の人が歯科医院で治療を受けるときは、注意が必要です。抜歯や小手術の際に、
一時的に血糖値のコントロールが悪くなる場合があります。このようなときは、事前に糖尿
病の主治医に相談しましょう。また、歯科医には「血糖値が高い」「糖尿病の治療を受けている」
といったことを忘れずに伝えるようにしましょう。

糖尿病
だ液量
が減る

歯周ポケットに
歯周病菌がたまる

歯周病菌を
攻撃するために
白血球が集まる

白血球がインスリンを
つくりにくくする
TNF－αという
物質を放出する

免疫細胞の
白血球の機能が
低下する

歯周病菌を
洗い流す作用が

弱まる

歯周病
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